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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
2 0 1 2 0 1 0 0 1 0 3 3 1 3 0 0
3 * 0 0 6 9 5 8 3 2 2 4 2 5 1 0
6 0 3 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0
8 * 0 0 2 2 0 0 3 1 1 2 1 2 1 0
9 * 0 1 1 5 3 4 3 0 3 3 1 0 3 2
15 0 2 5 3 9 0 0 0 0 5 5 1 1 0 0
24 * 0 1 8 10 0 1 3 2 9 11 1 2 1 0
33 0 0 0 1 1 0 0 3 1 1 2 1 0 0 0
36 0 0 1 2 5 0 0 0 1 1 2 1 0 1 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
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6 16 23 42 8 13 16 7 25 32 9 14 7 2

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
3 * 0 0 2 5 6 6 3 1 5 6 3 4 1 0
15 * 0 0 3 10 3 4 3 4 6 10 5 1 2 0
19 * 0 0 1 3 0 0 1 0 2 2 2 0 0 0
21 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0
23 0 1 4 1 3 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0
29 * 1 4 10 15 3 3 3 1 3 4 1 1 2 0
30 * 0 2 4 6 0 0 2 0 4 4 0 1 2 0
34 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
36 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
46 0 0 0 2 3 0 0 3 0 1 1 1 0 0 0
54 0 0 0 0 1 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0
65 0 0 0 0 1 0 0 1 1 0 1 0 1 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 0
2 11 23 47 12 13 20 7 23 30 12 8 7 0

平成29年度関西学生バスケットボール選手権大会
男子 3位決定戦 勝チーム

72 64

敗チーム

試 合 日 2017.05.05
近畿大学

戦評
【総括】
第44回関西学生バスケットボール選手権大会最終日の第三カードは3位決定戦となる天理大学と近畿大学との対
戦。どちらも前日激しい接戦を繰り広げただけに、どちらが勝つとも予想し難い試合で、近畿大は前日の試合がそう
であったように、高い成功率でシュートを決め序盤のリードを守れるか、対する天理大は前日チーム得点トップの#29
榎本や#30梶井の緩急鋭いドライブから激しく攻め、序盤に許したリードを逆転できるか、という一戦となった。近畿
大は試合を通して得点の起伏がなく、安定しなおかつ激しい動きをオフェンスとディフェンスで続ける。天理大は前
半では思うようにシュートが決まらず、リズムが固定できずにいたが、勝負の第4ピリオド後半では、3Pシュートからの
連続得点を決め点差を縮めると攻防のリズムと勢いが出てきた。最終ピリオドで怒涛の追い上げを見せた天理大
だったが惜しくも追いつくことはかなわず、8点差で近畿大が勝利した。
【第1ピリオド】
近畿大が先制から連続得点を決め、対する天理大も速攻で反撃。どちらのチームもゲームの入りが良く、安定した
オフェンス・ディフェンスが続くため突破口を探ろうと互いに苦心する。ゲーム中盤に近づき近畿大#15金田の3P
シュートや#8五十嵐→＃3岡田→#24今村へ続く素早いパス回し、そして合わせで差をつけ始める。一方の天理大
もダウンスクリーンなどを用いて外のシュートチャンスを増やし、差を縮めていき、このピリオドは結果として近畿大が
8点のリードで終えた。
【第2ピリオド】
第二ピリオド開始直後近畿大#8五十嵐のパスカットによりターンオーバーでいきなり点を獲る。天理大は#15黄や
#54倉富らの堅牢なリバウンドや、#3藤澤のパスカットなどによりオフェンスのチャンスを作り、シュートまで持ち込む
がなかなか外のシュートを決めきることができずにいたが、それでもボールを奪いシュートチャンスを増やそうと気迫
溢れるディフェンスを続ける。それでも近畿大はテンポ良くパスを回し、速い展開でシュート、合わせへと運び高い
確率でシュートを決め、徐々に点差を広げていき、このピリオドもリードを保った。
【第3ピリオド】
ゲーム後半に入っても近畿大の勢いが静まることはなく、内から外へのパスのつながりが多く見られ、そこからの3P
シュートやジャンプショットがテンポ良く決まる。ここで前日の試合でも見られたように天理大がゾーンディフェンスを
仕掛けると、近畿大は24秒オーバータイムとなりゾーンディフェンスが成功する。ゾーンディフェンスに切り替えた後
は天理大#29榎本の3Pシュートや#30梶井の速攻なども決まり、少しずつ序盤の失点を取り返していく。終盤では、
近畿大もゾーンディフェンスの穴を見つけてはそこへ鋭いパスを通しこちらもまた返していくという展開となり近畿大
14点差リードで第3ピリオドが終わる。
【第4ピリオド】
開始直後、相手のちょっとしたミスを見逃さなかった天理大#23山﨑がプレッシャーディフェンスを仕掛け8秒オー
バータイムを誘う。再びマンツーマンディフェンスに戻った天理大に対して近畿大は第1ピリオドと同様に安定したオ
フェンスを続ける。このまま終了まで近畿大がリードを保つかと思われたが、残り約4分時に天理大が3Pシュートを含
む連続得点で6点差まで追いつく。ここから双方の攻撃ペースは更に激しく、ファウルも重なり、点の取り合いとなっ
た。両チームともオールコートディフェンスでプレッシャーをかけ続ける。残り1分で天理大#29榎本はバスケットカウ
ントを2本決め最後まで点を詰めようとするも、近畿大を追い越すことはできなかった。
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記録 関西学生バスケットボール連盟

近畿大学

№ Ｓ 選　手　名 PTS ３Ｐ ２Ｐ ＦＴ

藤原 翔真 9 9
五十嵐 正也 4 24

MIN

稲見 和也 3 12
岡田 雄三 17 29

Ｆ REBOUND TO AS ST BS

今村 拓夢 16 36
濱田 貴流馬 2 13

濵高 康明 5 31
金田 拓也 12 34

0 - -
0 - -

榎田 拓真 4 12
0 - -

0 - -
Team / Coach: 禿 正信

0 - -
0 - -

天理大学

№ Ｓ 選　手　名 PTS ３Ｐ

合　　　計 72 200
RATE 37.5% 54.8% 61.5%

黄 杲路 9 36
関 強威 2 7

ST BS MIN

藤澤 尚之 10 39

２Ｐ ＦＴ Ｆ REBOUND TO AS

榎本 一輝 26 34
梶井 涼矢 8 36

コブザレンコ アーサー 0 4
山﨑 翔梧 5 12

森山 翔太 4 13
倉富 チアゴ 0 8

谷本 真琴 0 8
和中 裕輔 0 1

0 - -
0 - -

北條 伶茉 0 2
0 - -

RATE 18.2% 48.9% 92.3%

Team / Coach: 二杉 茂 -
合　　　計 64 200


